
(参考)第四期神奈川県医療費適正化計画策定作業にあたり検討した事項 

 

１ 神奈川県医療費検討委員会委員の意見反映 

 ・第３期計画期間中の医療費検討委員会で委員の皆様から頂いた主な意見の反映を整理 

骨子案段階 

での反映 

・医療費の要因分析（各取組の医療費適正化効果の推計ができるか） 

・医療費の動向について、全国及び関東近県との比較が有効 

・PDCA を回すための評価できる情報の補足 

素案段階 

での反映 

・目標値の設定方法と妥当性の検証（適切に評価できるように） 

・特定健診及び特定保健指導、後発医薬品・重複多剤投与者に対する取組等の反映 

 →PDCA を回すために目標値の適切な設定及び取組状況の評価、要因分析等を実施 

 

２ 他県第三期医療費適正化計画との比較 

 ・人口が同規模である東京都、大阪府、愛知県、埼玉県、千葉県と、目次構造・目標項目・

施策の記載方法・政策のオリジナル・PDCA サイクル・他計画との調和の視点で比較 

目次構造 ・本県同様、国の計画に準じた構成としている自治体が多い 

・埼玉県は保健医療計画の一部として作成、千葉県は○○計画参照を多用 

目標項目 ・本県同様、国の基本方針に沿って設定されている自治体が多い 

・東京都及び愛知県は、生活習慣病等の重症化予防の推進の目標設定なし 

施策の記載方法 ・本県同様、現状・課題・施策（取組）の順に記載 

・東京都や大阪府では、各取組のコラム・好事例を記載 

政策のオリジナル ・県民への行動変容への支援として県の主体的な政策「未病改善」を記載 

PDCA サイクル ・本県同様、国の基本方針に沿って、進捗状況の公表・調査分析、実績の評価を設

定する自治体が多い 

・東京都は、第２期計画の進捗状況の振り返りを記載 

他計画との調和 ・本県同様、調和を図った計画を羅列している自治体が多い 

・大阪府は図示し、調和を図った内容についても明記 

 →他県計画の優良部分は取り入れることを検討 

 

３ 県他計画との調和 

 ・県他計画と調和を図った箇所の確認 

 ・健康の保持の推進に係る目標項目及び目標値、取組内容 

  例）特定健診及び特定保健指導、生活習慣病等の重症化予防、たばこ対策、がん検診 

 ・医療の効率的提供の推進に係る取組内容 

  例）病床機能の分化及び連携、地域包括ケアシステム、後発医薬品の使用促進、医薬品

の適正使用 

 →調和を図った内容について明確にする 
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